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　今日、中央耀 攵に よ る さ き さ
“
3 な

「
地 域閉発“

ド
農綿 栄誠 イロ 、 が疎uaうざ　K 、具鞠 に 地域．

の すe ずの まで浸透する・tJb ・ ぞ．塘軅 ｛会，9KS

く変イ6t ざゐ 幺 LtJ い 状菰、に あ り、現！1‘変訛〜【 っ

ツ あ ゐ ，

　蔑村熟業色例 に M6 ・re ・6 ，d
−
．農工 間のXk ・： b

’

げ ゐ不汐衡 乙 ．農業舛侍 o 謝対
’
的ン低下、農尿o 兼

蒙イ6L 雇民層の 砂解 、 商品経瘠o い ． そ つ の 痩」彦

拡人 匕 ヲ肖貨鯒 ヵ メ曽メく辱 7 の 魂象Zn て 拶 、賓本

主表捧制下、小 農制 ゑ暦質M ず ゐ 日不 農業の 彳盾

19 い 」 い 4 顕6イb ｛ フ フ ある 。

　 ζ う tr 稲 i； s 羨村 に 豫ちず 、∫修威の い 1ヒ ゐ

u ご ろで Ad　Aer 明色 ttJ ， で お り 、耀或淞 13 麦．仏

¢ ごゐ 侃 ね い 段ア翫 達 星 て い 秘 薄え 6 刻 る 。

　 こ の 地 廊 峻 の 麺 鬼臥 ヨ舷 瓜 が村釆獺 嬬

年 層の勤向 吻 尺 し て無闘係で ，5 あ りえ ヂ、丿彦軅

会 e 青ef　rt 、紹然 乙 尿く幅広 い 封愈関俸 診示ず右

の 〜；汚L6M ゐ．

　あ研兆，9 ．雇域社 会 ｝二th．6 す ゐ
「

青年 、
じ 蕉点

丑掘ん 、彼 6 の 瑠 1軅 《の 部
・ma　b 、そ ご 6  5生み

だ 5 れ ろftgWht ，会く の 謝 導対鳶 幺衷証的 1‘ 明

う ガ 1二 1 て い こ う b い ラ む の で 診 ゐ ．そ の 湯・合、

青辱 の 吋鳶囃 ガ彼診 鱇 ・二 示 乏 MhV の zl て、

形威蒙団 渉 して の青」千募団が第1
，
二 考瓦 う れ て く

ゐ が 、M 晁 ，o 「

青tlr　J 多纐 集団 乙 匙 マ の n 才屡

え る の で 1？　t｝（ 、々 う 吐β 集団」的粘倉 乞 昂 ら な い

勿 く の
「

鷺坪J の 働綯 じ 8 目2 向 げ、彼 E の 導習

as り蜘 の 財て tiき た い 多 思ク。寸　ij” ）う、地域

＃訟 昌二 お げ ゐ 、脅彳の 繍 ヒ〜瓜 ぴ纐 の 家憊 レ ．

そ 倣 つ が働 ！会の 彦彦．鋪 に 払 ．
て 、It ＝ 地

威＃縻遷pt　”　t ・ て 助 」 ラ ek 味ge6 え ig・e

の でわ ゐ の か が
’
、　こ こ で 問力 ♪1ゐ ： t に だ ゐ o

　皿 ラぎ泉町に お 1ブろ青瑚F会テ茜
「

動の史1笋ヴノ巽開
　　　

一
旧岩泉町m 町青協幺ヂ嶋 二 〔で

　岩鼠町 の
「
責彳 JLfB 域私会 の 対鳶関係 z 彦《

塔5T　1： 見て い く t 、お よ そ ユ フ の 醐 i： 彦勿
’
で 5 な，

　こ φ 碕期区ガμ 、青坪 o 縅 イムわ 」 び箔動 の穆

燦 囎 課に 【f− e り で 劾 訓 蛾 痢郵払 軋 て の 青

彳集団の 雇閉ie鰺 z 、形域莎 会 助 閥係叨 戸・ で

罐彦5ヒ幻 1‘見、ち 〃 の で 診 ゐ ．

　i す壌 ノ

の 鯛 Ut　／948 坪 〃 敗瓶拶
・ b　／　96

〃タアの 据 3 で の 日彳期で あ あ。 二 の 醐 磨羨尉の

経翡的 ・
渉 会的緲 の 認 6・ヴ の 向 Jt い ラ薤蚤．L

背景va． ： 3 ご 3 な 解放感寧 窒虚感 x が i琵ゆ t て

者芽 の あ い だ 8二 ξ 窰 ご 3 な罐 i艇・
文イ踴 浩勃 2行

m う継 1 寧募田が／苧う れ ゐ 」 ラ に な ． て い く 。そ

［て 、そ 2（づ tさ．そ 刻 均構成 す あ青竏脅の 」涯い 、

b 参 い ぼ 外か 6 さ 1 の べ 6 烈 ゐ リ
’
ダ’シ ッ プ の

堪 y 、4jr　2t；
”

に 」： リ、 さ 3： ：ご 孝 ■： をナ1ゲ ク1 て い く こ th　l：

厚 ゐ 、こ う u ヒ全国幻 な青タfの 動向 の な ガ で、巧

和 姑 纐 喘糸町 で 19 「脅坪 の 森 」 く2t ） の 処

ガ E めぐ り、町当、彰と町青協 （di　2 冫 の間ltew

が 」匹 ， 彦 。紹、琢ra町当均 の
1 ガ1的tJ処ガ 1ζ 秦ね ∂

M 冶 こ Xntl ・ た が 、こ 〃）闘彳 の 耆彳 r5 与 え た勸

ag　G 」K　1 い
。

　〜 の 聞 “　Z　rkva、町看協彫 汐く 0 習年幺紡豪す

な に い P り、萢動 VV 質的轍 が 冕， う引 て く ゐ 。

づ ts　” 　fi、 二 M4 ぞ
「

お寄ミ青昂会丿
ZS で呼げ婀

て ・、硝 」絵 1二 rs じ め てww 学の eg　c2 」 冫

が 取 り 入 M う r ゐ よ う に as　e 。 1 津規剿 ・彳諭 ・

台・唱啓 ゾ の 文仏箔働 多 教 ‘二 、堪 域 z寿柔殖 威訴題

竦 蹊解 觴廻 傷 い ラ方針が ラ EMf ” 一羨

懲 改茸俊o 離 L会OP建設 e 目ne　v　1 珍彩鮃 兼

繍 竏建伽 町 行政の宿．｝・ eL 、町青協の メ

ンバーが 軸 碍 ・て 鋤 1舗 を ： の 」黝 ・臻

地 改革後 の 藤氏o 生彦校術研施意欲 の 噌人 疹 汐潮

あ て 、 き 硝 崎 〃
厂

反封運 ． 還動 のth囲njな朔

．it　tt　b 女 え づ M 、看卑、そ 1 て nt威ht禽 ‘二 身え ft一

物 、℃
’
兩面 に 荻 ゐ勧響4 人 ‘ か 。 fi− 。

　 t 似 、； の 選動多 狛 ・ ！ 9 ♂ ρ壌 火後 の 農政

o 微 （ 24 ） ，コ よ リ町行政 レ者坪会 、羨縮 坪

と働汐脊矛、 d づ i‘ r♂ヱ 層燕民多 中
！ F彦森氏　th

の 間で連動 ・ 対すゐpm 　
i あ ゐ “ 　tl 　lf向 イ ヴ ド く

i ・ 遠 yt が劣 じ、 ！ gsa 彳代半 Iii 二 iゑり老動e の

ウ 釧 さ餅 ずゐ ＝ t ＝ t“ ゐ 一 U’

t 、 こ の齣 A

．Z フ の 人 翻 沈彬 ’あ t そ の 後の 青彳会 a 中
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．t
・
　t す ゐ 青坪箔働η tJ　b・　tC引ぎ維 φ

ぐ れ て の く 。

／ ． J・ ．生鰍 術 の斫窕艸 虚 、・蘇 改R
贊及新の指寿・5：t 　rJ　th　e の で あ リ、 0 ラ ／ フ t4 ，

「
反封鋩 」 闘彳0 箔勃五受ヴ継 ざ 、後1・働訐鮴

り闘い zde 　OJ広ずゐ 蓮動方向で th　IP　e

　こ の 頃 〃 哺 励 才県錆 ・・ 扣盟 ぽ お り．維

看づ
・

う mpM 導が つ 脅強イ5　Y ゐ tg　b’ で ・ 「 お厭り

肯年団 、 舫 崩 「
シ ・ ン 冫 ・ 靖 年団 ・ か 助

脱皮が弦糾 げ礼 町耆伽 方針纏 〃 方《旬へ

’
V

次弟に勲 〜h 私 魔孵 的μ 彰暫 彡露搭 t て い く。

　町君働〃 1
’・う ｛ た方針 の 転棟ぼ 鉛然的 ρ

、康水蘂

遡働、嘗カテス ト友舛闘彳、動評闘彳、遡 痢粥彳

X ノ 淫〃 函彡的諾勲 0搭雇ゑ み ずt’ 6 担 ラ こ 乙

1ご t」 ワ、仄範な労働漕
・
数帥

・羨民幺緒象｛、あ

ig・va・，・　A ．全町 錐 殉 樋 鋤 へ 曜 ワ払 が ．

て い く。

　 こ OP昭炉030 年 ん 3s
一
タF・に fO

’
げ 6 反網 ［・禹審

仏甚働nt、労働老 Fo ．で ilneePt 区vaの 前身

幺新 成 5 ゼ 、Sk 蘇紳 ・畑 ・t う r6 労働看 ・

喪禹の 衣拠 鄭 彡潔め r 二 tt ＃疑い σ い 。 そ し

て 、そ れ う の 運働 区全町eSrtJ　n き に ts　s 　l め r＝ 診

の が 、有彳 o 導習で わ り店動 で」う ・ 1彡。

青年の．iS動蛹 導ゆ 当府 の 町青協廂 寿層が

横　。二　　（　　」 0　彳《後彳　^　　4　0　sef　イK潮斗　）　　労働蛭動　の

M い 彳 払 μ ， kV 、町議 匕 々 ． て 町 政 に 直綾秀加

い て い ∂ 二 x 幺汚礼脅 れ ぜ て 献 妬和 30 与荊後

の 青坪量 鋤が承 1 て青坪層彦 げ 昏魁 Ut
’
・1 ・て い t

カ げ ぞ雌瀞 く 、．荏氏の
一史ゆ 嫡 幺 Ll ・

・re む の

で 診ゐ ： 乙 σ寿易‘ 想像 畿 懲 冶。

　 〔ガ 【な がづ 、媚和 ∫ 丈年 五龕 1二 町有溺幺中訂

t す る紡動 博、そ 〃 後沢％L二須．進の 一遮 乏なガ ゐ

ご xl ：　 tS ろ 。そ の 原因 rd　2 参 ゴ 3 で あ う う が ，人

5 く tl　X の 3 つ F かげ う烈 ゐ 。

　／ウ sa ．看擺 動、労衡」垂動の 盛リb が り F よ

ゐ 政君 ・擁所・文！仏 の 各方《鈎で の 急激存 氏郷 の

aontt ，聯 B 　O 痢嫩 物 住箔 の相甘勾纏 定

1＝ 慣M　k 肯Sf の 思愚 行動 幼 人 ・て脈穿イ6　S 也

町有協猜 の 洛動・曽雹O’

う砂く の有昇彦轍 耄

せ た 。

　z つ le 、地 儺 会 の 政飜 かが青彳
一
の 穿冒

・右

　動移 組当儲萩 2払 ラ ’ ラ 1ニ ノわ it　： t で あ や，例

　λ ガ、町
jVl
働　r−　lt　e　h　

’Ateノ｝1蹶 教有の 拍寿・後

．助 が彡1Jbab　6　M ．彳渉だげが 8 く t｝ ・ て く th　n

い ．ラ軅 齣 ゐ
1
試 昭和 ・ 2 働 鮒 冶薪佼 碓

鐓 微 ぞ蜉 の減ケわ影署廴て ・吻 ）

　　3 っ 1皆 、一逸の 囲政 、：向 げ て 〃冫綱 量鋤 払 彳4［i
　翌動 の 好 か で鰯 政覚の り

一
ダ

1

シ ッ プの 混兆が

　庫接茜鋤 〃彳旦・ ・彳で thろ青彳彬 労鯒 じ 影場2 与

　λ町青協勘 ゐ い 1窪 丿BI茎労な ゴ ［‘ 、槻 坑彳彡 む た う

　 し存 こ n であ ゐ 。

　　ノ眼靤 1二 e 、こ M φ 3 フ の 原困が静 o 繍 多

　鰍本さ ぜ β の 〃 で功る xfaLE れ ゐ が 、こ PtZA5

　命 会ゑ そ 〃 琢聯 阻 て い あ町青働に視 点 幺

　置い て み カ な 6 ば 、お ’ そ 以 ∫ 〃） ご b く に 疹 ろ ラ。

　　劣東町 re・s 》・
て 戦後曽習寡団 MT て 1｝青er会　i

b・　tit　t　t｝b・．k ．そ M が
「
青恥 森 ． の 処ガ問

　題 t5 ．か り に 覧 て 、そ M3 で ・ワ
r黏 育tiFza　J

初 い ra 「
曝 り箭 会． め

・ 6 の 轍 幺 1才 6  k

　ご 多 陪 前1二通 ぺ た五 り で 診 ゐ 。

　　町青協が
「

反封運 」 幺 ∂饗 ヴ β 時、そ の 瑳 ノ渉
・琳 辭 リで初 、糊 轄 が   幽桐 君 麟

　 ど だ ，て い た 。 そ ｛ て 、 二 の 共固穿害の 成果t」 、

荊鮒 鑼 働へ 淵 格 L 生鋳 省咄 蠏 題

　 へ の 戻践 酵 砌 げ うm て い ・1＝ e そ の櫓 砥・； P 「

　茸昇婦 動が 彦 ピ 単が ゐ芻 1倉 い Ψ 彳キ入 トの 学

　習餌 イt； ，自ldE6 の ＆tht、本i勤 ・ ・判 炉 ゲゐ

　 こ t が で さ 冶 の だ ゐ う が 」 th い う疑問ガあ ， β 二

　 均 葛石 史ぞさ asい 。

　　 Lt
・1、 こ en　e彦穿習 ・諺威謀題 の 9Ul2　e　ra　ts

　ゆ か v つ の 段幅1二 す ざ ず、些産洋習・地威課題 の

寰銭が亮け 1・廉閉邸 ’」 い 多甑 そ 嬉 啄佃 ．

地 鹹 租 て青茅層・・ 定看倭 締 い b ” ・・ 、

　鰯1和 30 坪嬾 づ
・

δ日本の 政治 彦 ゆ i 、ζご・ 1ヒー

遠 の 館 嫐 ・乎掴蓮動 へ 碗 青協の 方鈎 、

　い ．61 に 日本η 政右 妾 触 する rv ・　t＝ ・k ．

　　ずte　n ち、雌域紅 公 刀 劣彦の ゐ い は 孀 諸課題

　 の 幹習 多 民郊 ・平和蓮動1二 町青協 哥賄げ て …

　 た の で6うる
。　　　　　　　　

噛

　　 ζ の ♂ う な 急激 艀麦イと〜
・
旧来の

’fteif会 b・う の 脱

　St　rd、そ 〃 強力な   象団 歩 咫 の，会夐渉 の 学習
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痞動Xe 　e
’
い 離幻召3 、3　rc　一． ζ う 吐k 運et　o　th

r才 ぞ青犀会 の 枠 に tt
“s・rg・e 〃 で r評 が く、岩最町

の 有竏運動rJ聯 に 有与会そ の e　rp　2 室洞lt〜1 、
1 か ： 反捧制噌肯年運fU　ff．民青・

社青同が担 い 、

他 方r 些彦浮習
・
倉動σ 、次筋 ζ 襄業放長養及 所

　A 乙近・つ い て い く 二 〜二 tC拶 あ
．

　 ： ラ iた 囃 ‘ ∠ ウ 1＝ ．t う ’ ワ 吻
・

村鋪 r 対
　すろ 双 纛艮が あ ヴう 姻 る 。

　 い ラ ＃で bt」 く 、老泉町 后   3 ノ坪 の 町村倉

暇 遣脚 ♂ ワー 解 ・ 村が甜 ぼ 彬 。％

隶町 2 衫鼡 1 て い る 。

一重の 民ま仏
・
平和鋤 L

祖 ・ て tknj 青協 廟e 、い わ ゆ ゐ本町 q 日彩豪町）

の 脅坪会で あ ゐ 。
ほケ1何舗 1＝ 1家1 て．11 ．1日町村

鹽
の

4uer ・・　fOる ・ ・ e で繊 し そ 嶮 輌 沢 し て

祺調 での ・ た t 　ra　yt　L　t い
． 匙か t が が う 町禰

・併r二 対 吐て ・fteF，会が働 い f−Ct孑 re　lf　t ん ゴ易う

Pt な い 。 覧か ウ ．
．
；e　・LagJメ外の ’ e 柑 に も そ 教t

’
M

餌 会ndm て 鵬 が 、青年会相 互の夊．− e・ab

ま ワ見6AV
’
、そ 熱 御 がese の 宿函脈 閉 tt

い た ’ う で♂うる ◎

　 16’ψ ・メ牌 を t リ9 く 田辺地 区の青弟会 4 ．

町胄協4冫方針 c：s ” て 挑列的でb ． k 。 や 6 ろ々

周辺，地 区 の 青年会 に 一 吻 ψ ろ
「謝 青彳会 」

r

ti　R リ青孑会」 か 6 の 脱反r2 見うれ ず．そ 〃 葱味

でむ ・町有協り万針乙 μ沢 量 て 鵬 れ う 疹 の で ll

tJ　t’．
　 k ．

　 ・ 飢 て ．昭和 2 よ 躯 境固 て ．町青勘〃 方

針が訳 【 て彩勅 全体の 方釘 に 砂 え 脚 7 範

tb’e 町青鋤 の リー ダー
、髻の 3CK　va期 でv あ ．　n

が 彦 ぬ 老1泉町の 青mall 、潔弟1＝ 旧打牢肛 毎

の 箔働 ＾ 温 績ケ i れ て く ろ 。 すη わ ろ ．弛 F 述 べ

斥
一纐 動 3 フ 磁 因 呵 宵慨 ttz そ re で

の 有坪漕劾が由Z い い fi問題が い ． き 。 に 嘖出
3 ろ聯 30 年バ彳麦千iζ 、岩東町 の 青竓編 動 17．

Pt町 餌 伽 副 て矧 う畷 遮 に 向 ・て ・・く の で

ある ・
烈 て略和 3 冴 醐 島 気 町青協媚

・

lPt　m 　v
’e
’
　tS　s　r−　¢ ワ・后東町 の ・ ・” ゆる

尸

青彳会

翻 」 m 渥Glra　a 鼻2 閉じろ 二 Vl ： ne ・

　こ ； 3 で が」夢ノ の 醐 でわ ワ、そ の 後今 日κ 、

左 ろう　2−　E・　ts　2 ノ》翩 と，見う冫 匕が で｛｝（葺り ．

　 　 キ

　瓶 婿 斯 の 離 扁 ．噸 翻 外 磯 糠 ・J．？
一．

い わ ・アう圖辺塊 ｛とり 脅イ念活動 b・
．渓第 1 ：そ め 粤

尨痢り 2 ゆ く 癌類 と b 名お う 。そ レ 2 ．町 黄協 の

鰍 後糖 毛＃アこ玉胸 41 尋頃 lhJ ．嚇 で む

オ巴握で恐な ・・し蓍こし：肴．彳含 め 裳篤1 ↓鳳く 1； ， でお

　り ・廓ま 珞動 や レ ク リ ェ
ー

》 ヨ 冫 な どな賛事的に

孑う二な う こ．ヒも砲と々 ど矛毎能 厂」カミ況 匕ね ， ？ い

アこタう2一あ う　．

　 この 晦艱 、9 箔集町 で も肴弄 め 痢出孤冒し：d2
て露匁 レ rζ画で bあ リ 渚東珥∫り ヨと差基盤 の脆弱

づ乞彦 お／告he る 7よb 濤 ．地 域 の 多く め 窩与の 関

心 蘇 ，癬 し：支薤 ・気 治譴悶顕 く と集中 レ 2 、 、 ．

7：z−h ろう）＆LIL ・想俵 囃〈 rd
’

い ．

　 そ） 2 ・冫 め 醐 1 こvJ町行政 ・
そ し で農業蔽

唱 1嫡 め後継洛対鮎 ．箚面 し：出歪素でく6 ．｛）

ろ うん 。そり 緜 に 、3 轟瓶 イ福 1甓 u で財鵡
発 の 軅 魍 い 寺 匕U 《 方 骸 へ の 多X ∫鑼 が

2 ） ，アζこ と 1護破 名 ぞノ8
’
い ．

　 behx ぐ 薦 肋 主僅 ・蛎 へ り 蘭・XSZtWvit

匕 じ て ．畷 ・農業改 良普及封め提瘧め ⇔と〉 ．

叢繍 へ 罐 瓊 か ・丁がitaリ ，3．　） t：4 　IVクう

ブめ織 ぶ具51PKb　2 熟 う 。

　 4d クラブ、1発足首初 ．ケ0 名規模り 鰈 餌
后儁集4 る に至ソ 話集町 の景欄 《箭 を比鮫

釣網羅すろ しと 、こな る 。その 掌…昌の 焦ゑ σ ．農業
v ）““

」

くイ匕と・ り 具｛軸 飯蠣 1 ：緬 言ナ（．衵対的 1：

学葛 の 姿勢売粕 至的 Lこな  ハ Ju ア：が ．彦葛の 最終

負癩 が ．掴 セ め 濃づ檬 や 麟 t：tsリ ．茨第1ミ農
業轉豪薺芽以 9ト瑠 が脱落 レZ 、 ・ く こ ね ζな 廴

鵡嫡 あ鑑集幽 シ見z ．ie 業毛 E 業 L し碍 ろ

溜 1畆 で1禳 乏飯∫滞 であ ソ ．レ か わ虍戯的1こ

1」ごく
一
輝の 虍 莇 ：

’
限ら教て   ・ る 。

　 ）うし Z　．一都 の 蒋業蕎鯉 り 臙 斗濾膜 る

4H 　7うプ rPA＆ 11 ．そあ
・
黻 湊め 痴 七 共、：）欠

募 tミ覦 の 色乞濃 く し ソ今七ヨ（野樹1）50 ．斗 6 目モ見，

荘 八ζt孑ノ0名規摸め集函 と雇 冫て 、 、 う ．

　 ン ）δうtZ ．
ノ今や 沱 酳 芽念 油 3と，ん ど解体。ら

な い 、才件絵鱇 化 し ．そ ｝q こイ
・
くわる矧拷乞貨夐 ，

ア：　qrd クうブ 1詫》看尋毛引そ つ ・，潴 わ 房 堀く fa
’

7z い う 。
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　τ て ．岩＄thm 智 H 它 モ の 労暫 匕 毫 劉 砺 見 5

な ら 1よ 1
，で な nr　5 广

実鉢 砦 ミ 青年 j 匕 で toS 　A“　5

e ＞ 鯵 助 司嫁 で 臆 薦 帆 有辱三も勤 ・ 飛 剰 ゜

つ O て et3ti 岩兜町 で 町 敢 奪 に 登蘇 t ＊ て U3

責年会 （都 第牽位 ） tδ昭和 4r 埣秩 19さ 4・団体 で
’a

5 ．

　 そ Pt・S の 奮年会 eS 舌勧 13奉仕 ∋古動 ヒ ス iltt
’
・一・ツ

・

し ワ リ ＝
一｝ ヨ 冫 …ty ”呻 IV て・ay 、ge　9 の 枠 を

出 さ も の ヒ は な 7 て L 、な し， 〇 二 nt ら・の 看 年£ 1；イpT

丿蕘4L筒翠4本 ・」輯羽』を く ・り盂 し参 日 に 至 oft ：も り で 蒭

り 1
宅 ・押 壇鹹 主4Egffio・ N 縛 し う 3 二

匕 は 困鬱 呑 訊 ソ 、青 年　fiじ （ゆ 旧 柬 ザ 5   名称 II

用 い て 0 ； に せ よ ， そ Utl；・t・し 3 「仲 闇 」匡田 ・ と

さ 毛 奮 う べ を 完 の hs も
．
し 嚥 后 U ・

　 ニ ラ し た 責UEe 甲 IL・t す 3 看辱 の 飾 仙 ・ 対 し

て 調 缶 or9＃e 中 ・c
’・t ぱ 全 町 白騰 著犀 絶畿

の 鴛 応 芒 冒指 し ； （ の テ コ 入 耗 es こ な ・ て “ s ．

そ の
一

つ の a5 わ 乢 催 娘潅杠敢 主峯 （簀卑敬 盲担

当 ） の 艟櫓 的 な 受 1ナ kLk で 朝 5 。 ♂ た 1 看耳 勘 勤

A の 行 歓 的 な 働 S
’
hN け 匕 け 則 仁 ，衆y 戛 体 4t　1；　tv

索て い な 凵 も の の 岩粟erre含 喉協 1： よ 5 農協 青年

筍3結 恥 m   か董 之 貝 S 厳 苓 ・
」
し
「33 ん ，町 行 政 1毛 し

て 麟 肋 査年 。 耙 櫪 蠣 穽 ＾ 。 期 犠 1鎖 露壌 な 5

も の で ・； s3 ラ 帆 aSem じ
・

く し τ 、看勸 縮櫓

化 E 冬之 争 事 εza．　 rJ　u 状 翠 に 虜 δ ヒ い 5 ： ヒ は 「

艶 域 社 会 ヒ 玄禽 ↓ の 今後 の 郵向E 孝 之 ＄ に 8　ft ・

て 1す kti に 註 自 1Lrし 冨 ・

　 ： 特 で歸 埋 し ZS ．　 t： 旧 岩集町 の E9 　・ hfa　｛；

嵯 子 し t ・会 Z の ttt1・ts　r・ 8 て 1τ ： 5 毛 の さ 「凄 な U ・

耽 、々帆 事但ll厨 空 の 女†象地 に 邊．4 だ
L

岩皐町 巳1怖 地 19

11臼r の 牽部 に お た 3 周 ePtB に 位 詈 し て “ 3 ・そ

の 蒄・rt・（・・は 9召細 礁 搬 爾 醐 を 中 睡 す 諏

主 イヒ・蕚知 窪勧 と 惇 薗博 酌 なを弗 毛 な く ・ヒ い う

占 り 1‡軌 青協 の f 勤 に 13 祇 タll
的 て・・a り、螂 鯛 羅

主鼓｛： 毛 と プ
・ く 看辱 会 わ

’1 働 礎去7e 蜃 3 ： 匕 な く

今 日 ぴひ 解体
・項 編応 セ 繰

Il

冱 し τ tr ： 青辱喧 e

貝 s ．
二 と 伊 で 1 ♪ う ．eE．ヒ ） P ． 1“幡 tu区 の 直業

塾藍 の 多4系牲 ⊂た 暫 〈 陪 叢蒙地 躍 ，鴬箆thdi・t し

て 魘 農也 rt・th 三 つ ‘・ hXけ い 蝿 〜ガ ；毛 う か ド 之

5 》〉に
，

看年名 あ 3 〔Ml 個 々 の 青年 の 蜘 域 社 禽

ヒ の 哲 沁 完
一褓 に 級 う 二 匕 序 困難 で噺 3 。

　（i主 1 ） 畜年会 伊 緬 樹 し壁理 し τ 目 た 町 肩林

　（達 2 ） 旧 B 泉町 の 畜宴翕 の 湮 含 体 ・遣 粟町

　　　　　春年 倉 協 齡 の ee41i7・

　 （ll　3 ） 最わ〕の テ キ ス ト 桝 r
物 の 受肓 ．考之

　　　　　方」

　 （註 十） 雇疹課税 負担 のノ梍対 的藻 ly ・＃ワ紫’1米

　　　　　tth　） リ IX 米   へ の 転墺
・土 既 娘

　　　　　享業   椎進
・補 肋 金 ・世 制 贅付 金 の

　　　　　う曽1P ・綾 術 楯導 の 額魯 イ仁

皿 ，防 地 区曲 脆 散 会秘 磁 自り脚

　地 区 の 縦 況 ．tl、左 地 1云 1二 tさ 茂師 ・th 融 ・聖田 ・

タト叫 巳 ・た牛 内 ・中島 ・卒即 ・岸
・中 里

・宮本 ・

袰
’
鶤」・中野

・t“本 の 13 の 鮃巍卜n、
・ コ リ 、戸 教 1｝毎 よ

そ ワ。 。
，

人 03 ．・・。EfkL て u5 ・ こ の ナ ． 碑

詳 に 面 し Z “ 訓 難 予 ・il・　nt − 1怖 の 三 Pt辱，i　tr古

E 翌 Eite　f　t・・t・い Z ・ts・リ・− i・b・t・ ギ 震糟 匕 ．レ て

  中穽 b噛 3 。旧 来わ
・
ら ア ワ げ ・ウ 7

・
ワ カ メ

・

コ 冫 ブ ｛ m に 4bi 羹匕 U ．ち 磯 釣象 ゲ 中 rじ て・旭網

や刺 網 も 嚇 すk　h・　Z ・・Oza ・ 5 ゲ 行 IP　rt て い 5 ．墨洫 ・ひ

陰 ア ワ ビ ・
ウ ニ な ひ rt 資痩 0 結 …曷さ 塾 贍 憲 ，ま た

、イカ飛 毛 大E ，

船 へ の き り か 之 Pt
’
　
’K　s 難 か ら 脱

う よ う に 進 渉な df 三 あ全般 的 に 孕穫量［7 報 の 傾

ts・，， ）　
’

」．唇軸 わ
」
あ ‘濾 氈 翫 1 鰻 う ど して

kl39

　 夫牛画 ピ豊剛 ‡酩 勉 勧 筑 と 戦伽 こ モ 娩 喚 入癒

L た 剛贈わ土他 で・ヒ 兆 に 顧｝豊耄｝hS
“
　th〔、 ・　一戸 窮 fビ リ の

飼 養頭歌 σ 畢肉 し て ワ 襲 位 で 窃 3 ・ し 6・し ・　 feDth

を超す太規礎程 営セ ftう 暁穣 参 ガ 敏 冫
｝

モ し て
一一　S

に 序 ユ ・3 頭 匐 臼し な ガ 』焚 天 ∩ 千 Ψ フ
・
工 喝 や縫

製 工 場 な b ヒ 献餐 し 艦勞働 …54ヒ し τ n ；
「 醗 鍍象

ユ 毛耄…「多 （ 蕊 リ、　牽重嘗1詞擾 の 1丸零 kr3 か な り 丈で

な居 差 が
・
｝← う lt　5 。　 r；　x ・，岩粟町 z・・1富地 工恥閑 謎 吟

一
螺 ヒ し て 唏 簸振興 餌 潟 甜 晒 林 3・町 bE

闇放 し ，t5 に 、　 k　e 　MttilSt組 s　，
t　s　lsgN 彬 D

町 歩左借 り 受 け 糾 年度聞鹸 と 自擬 1こ 穴 坪 1ハ健 咫 に

蝦 繋 の 産茄 ε進 防 マ ‘， う ．
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　 乏 の 他 の 紳薯 Z ・匪 主 t し て 稲作 姪 鴬が 行 眇 k て

G る 9 し が し ，そ の 歴 ｛2 は 非 栄 t：家fi
‘
し ⇔ 。萇 q ＝

匕 差 ・
豆

・
霽 ・り

・ひ 之 uq ， た雑奪 生体 o 畑 作地

帯 で ・a 。 た こ 吋 Ψ戯 で
』
循 の試作 が彳〒 り 蛙 の t；ae

和 毛 2D年 イ弋
「
に 入 ，τ か ら で

・み 3 ．ホ 夲 田 ≡え痴cに r臥

3 帆 る氏 鞍 的蓴瓊 な 士 礎 条件 1こ 唐守 虞 ε 地 戯・
で
・
ぽ

昭 物 z5 耳に 国
・
県 か ら の 補 翫 釜 ヒ 自 ビ資盆 e 加 丸

て 土 趣 改 望毒業 ヒ 着シ し 2 年後 ヒ 曳畔 匙 り
丶

ら pk 田 へ

の t助 換 え 忘 ｝ て U3 ． ぞ の 後 毛 ，朗 田 17溜 テ し

Pt　ff　z・・t79 ，Qb パ 廉 ヒ
・・こ プ ヒな ，τ e3 ． し

わ
’

し ・ 水 田 嘯 蜘 面衡 誹 均 iP あ た り Ee 度

ヒ すを 争，農窰改 良普及 所 盲 ぽ じ φ し す 5 技術 指

導 や伽 化 雌 駐 み て ustth の IaPt量 1纐 う

玄 の 1ポ寒 に 肉 3 ．臼君建0 　耳 度 の 小 2ト1矩 伍 の イ詫出米

は 勧 　 俵 Z嬢蒙一戸 1二 ， f 　俵 F．3 す の 勘 定 で
・

SS ・： の ニ ヒ t；，　 Ra ヒ q ・τ 毛   多く は
「

蘇畢確 iz ， 4L ） Lt ；　
・th米 す 5 確 保 レ tt 」 ‘卩

・

殖家 ・ で ・ts・S ・ 躇 賄 勺 ・・ 示 し て U る ．鷲 1。靫

年粟 一 1傭 地 磁 肝 ら 娠 在 宮古 や 醜 乏 し て 毋凾

さ の 日線 蓼 や 県内 ・9F へ の 出蕩 か の輔 も こ う し

在 脱 鋒 蜜 の as　35　tc こ よ 3 ・ t　 t； し15 う で’t ぴ り

。 塰髴や 醗 塵 r： 従 專 し て uT 多 く en も の ヒ も 啾様
「s ： ヒ Sl噛

』
い 之 5 ．

　 こ 帰 芒・の 賓耳 含 霞 鋤 製 後 耗 唇 （ 趣 威 の

P 達 e 意図 亡z 各節菓 に 青匁 念 伊 雑 戒、tLl，．．E ．青

年£ の 組 轍 ヒ 弟 勸 に っ u て 1謝 蕗 こ
1・

と に 芝 ＊ 乏廠

相 澄 伊 融 軒 擁 で ・・IV・r；・ L ） ． 会員 vqA “ と ・ て は

1夕 才 か ； zs ・‘丁 ヒ ： 3 に よ・て は ヨo突 ＃で
・za 男

e 「訓 1・・4。 ・ ・冗 わ か ら撰 rkl　．・ 娠 て ・ 1 斥 ・イ郎 卩s　getS

の 柳倉  ぴ 飾 旧 レ Z 卑信 銑 5 綬 々 の 三kSe く

りひ 3L デノ… 9 い 訟 高 Silし し て 吽｝

璽〜裔頻F　4≧σレ桑担畿 ヒ

耋 な う 豸 勤 琶 記 述二す ； と rR の こ
・t くで 瞬 3 ．

　
「
鮠 」

　 （i）　役 員郁 線 　会萇
一名 ，畠

11
倉長 二 各 （ 舅

　 　 　 　 　 　 　 　 せ 各 一名 ） 会 言†一名 で そ LK

　 　 　 　 　 　 　 　 ぞ 嘔 互 選 1： よ ，て 漫 畠

〔ii） 書下構画

「

冶勤 、

‘1）　女イヒ書F

文イヒ ・螢貧ε・選 勃 ・衛 彑 の

叨却

夢智 造 動 匕 レ τ は 冬 期 の 夜

　　（1号：。。〜 21，eo ）改 良普 艮 量・獣医 一 享健 F斤ヨ酸員

　 乏 asL　l二 1眠
・

中学tk 長 芒 胡蓐師 【： ヰ召Lb で 虐蝉「1隻術

　　し穐 ・畑 作 丿 生話 ヒ受善な 匕
1
咾 yo 〜‘0瞞 闇 r．山

　 た ， て f〒 ， て ll た 。 そ の ｛セ 匕 し て ，県 の 1郵 回

　 図書舘 の 剰 甲 や 抛 部 蕗 の 青卑 盆 ℃ の 安…巍1・よ

　 る褫書含 乏 し て 映 画 会 の 闇 催．
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